












 

 近年,小児のリハビリテーションにおいて二分脊椎に対する関心が高まりつ

つあり,わが国の肢体不自由児施設における本症児の占める割合をみても,昭和

37年にはわずかに1.6%であったものが,昭和47年には3.0%となり,さらに昭和

51 年には 3.8%と,年々増加の傾向がみられている。 


